
羽咋地区人工リーフ付近

2021(R03)年11月撮影
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1 これまでの経緯
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 千里浜再生プロジェクトは、「緩やかな曲線の美しい海岸線を保全」するために、海岸侵食の低減を図る
ことを目的として、「砂浜の維持・回復」、「砂浜保全に向けた県民意識の向上」を進めている。

 千里浜再生のイメージとして、当面の目標（砂浜幅35m）と長期的な目標（砂浜幅50m）を掲げている。
 千里浜再生プロジェクト委員会は、平成23年5月に第1回が開催され、これまでに計13回開催されている。

千里浜の位置図
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千里浜海岸の再生イメージ
図

+0.6

+0.6

１これまでの経緯

千里浜再生プロジェクトの目的

千里浜の美しい海岸線

2011（H23）年9月撮影
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千里浜の対策箇所位置図

R3採取状況

撮影日：R3.9

人工リーフ（羽咋地区）整備状況
実施期間：H27～

１これまでの経緯

千里浜再生プロジェクトの侵食対策

今浜地区 人工リーフ
（H22～H26）

相見川
志雄 PA

宝達志水町 羽咋市
千里浜 IC

千里浜レストハウス
羽咋川

サンドパック

海上投入
（H24～H30）

今浜IC

羽咋地区 人工リーフ（H27～）
沿岸漂砂の向き

沿岸漂砂の向き

のと里山海道

H31～ 施工延長L=113.6m

千里浜再生プロジェクトにおいて、侵食対策として、以下の対策を実施してきた。
 人工リーフ（今浜地区、羽咋地区）
 養浜（海上投入、陸上投入）
 砂流出防止工（サンドパック）

砂流出防止工（サンドパック）
実施期間：H24～H29

海上投入(R3)

陸上投入(R3)

海上投入
実施期間：H24～

R3投入状況

（当初：T.P.+0.5m）T.P.+0.1mのサンドパック T.P.+0.1mのサンドパック

撮影日：R3.9

R3投入状況
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千里浜海岸

１これまでの経緯

千里浜海岸の汀線変化（9月）

※千里浜海岸の汀線を平均

H22 人工リーフ着手
H24 海上投入、サンドパック着手

(S61～H21)
約－1m／年（約24m後退）

（H22～R3）
約＋0.2m／年（約2.4m前進）

対策実施前は、９月の千里浜海岸全体での平均的な汀線後退量は約１m/年（S61～H21）だったが、千里浜
再生プロジェクトで検討した人工リーフ、海上投入、サンドパックの対策により約+0.2m/年（H22～R3）前進と
なっており、回復傾向は継続している。



今浜地区 人工リーフ
（H22～H26）

相見川
志雄 PA

宝達志水町 羽咋市
千里浜 IC

千里浜レストハウス
羽咋川

サンドパック

海上投入

今浜IC

羽咋地区 人工リーフ
（H27～） 沿岸漂砂の向き

沿岸漂砂の向き

のと里山海道

１これまでの経緯

千里浜海岸の砂浜幅（３月）
7

H31～ 施工延長L=113.6m

今浜IC
志雄PA

相見川 羽咋川
千里浜IC

今浜リーフ
羽咋リーフ

 H27年は冬季風浪により浜幅が大き
く減少し、被害が発生した。

 H30年は夏季に台風が多く襲来した。

将来的な目標値50m

当面の目標値35m

• 令和2年3月に羽咋リーフ～今浜リーフの区間（特に志雄PA周辺）で浜幅の減少が確認されており、令和

3年1月の高波浪により、さらに浜幅が減少した。

• 人工リーフ背後～上手は、侵食防止効果が確認された。

R3.4 緊急養浜実施区間

600m
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今浜地区 人工リーフ
（H22～H26）

相見川
志雄 PA

宝達志水町 羽咋市
千里浜 IC

千里浜レストハウス
羽咋川

サンドパック

海上投入

今浜IC

羽咋地区 人工リーフ
（H27～） 沿岸漂砂の向き

沿岸漂砂の向き

のと里山海道

１これまでの経緯

千里浜海岸の砂浜幅（９月）
8

• 令和3年9月では、冬季から夏季に向けて砂浜が回復する季節的な傾向に加えて、羽咋人工リーフ～今浜人

工リーフの区間（特に志雄PA周辺）で緊急養浜の実施により浜幅の回復が確認された。

• 羽咋人工リーフ背後～羽咋川は、目標砂浜幅50mを超える区間が広がり、対策の効果が確認された。

羽咋川
千里浜IC

今浜リーフ
羽咋リーフ

H31～ 施工延長L=113.6m

 H27年は冬季風浪により浜幅が大きく
減少し、被害が発生した。

 H30年は夏季に台風が多く襲来した。

将来的な目標値50m

当面の目標値35m

R3.4 緊急養浜実施区間

600m



１これまでの経緯

これまでの経緯
年度 内 容

R2

第12回委員会（令和2年7月31日）
＜委員会における課題＞
○養浜材の確保について追加調査が必要

⇒滝港沖で追加の底質調査を実施
○効果的な養浜方法の検討が必要

⇒レストハウス前で陸上試験養浜を実施

R3

第13回委員会（令和3年5月27日）
＜委員会における課題＞
○今後の対策や汀線変化を推定するための定量的な評価手法の検討が必要

第14回委員会（令和4年3月18日）
• 海上投入の結果報告
• 陸上試験養浜の状況報告
• 土砂変動量の算定
• 今後の対策効果推定への取組み

9

• 今後の整備について
• 海岸保全の意識向上のための取組み（ソフト施策）



２ 海上投入の結果報告

10



２海上投入の結果報告

海上採取・海上投入の概要

○令和3年8月24日から9月27日にかけて海上採取・海上投入を実施した。採取・投入量は20,056㎥。

11

採取・投入イメージ

【海上投入実績(H24～R3) 】

年度 投入期間 投入量 投入箇所

H24 9/17～10/27 約15,000㎥ レストハウス沖

H25 8/24～9/22 約25,000㎥ レストハウス沖

H26 ※浚渫のみ なし

H27 8/17～10/24 約37,000㎥ レストハウス沖

H28 8/18～10/1 約20,000㎥ レストハウス沖

H29 8/27～9/24 約20,000㎥ レストハウス沖

H30 9/15～10/25 約19,000㎥ レストハウス沖

H24～H30 小計 約136,000㎥

R3 8/24～9/27 20,056㎥ 羽咋人工リーフ沖

合計 約156,000㎥

【R3海上投入実績：20,056㎥ 】

【R3海上採取・投入方法 】

採取： グラブ浚渫船D10.0㎥ 投入： 土運船（底開船）1,000㎥

採取箇所

投入箇所

20,056㎥

レストハウス

滝港

志雄PA

8/24

9/27

レストハウス沖
投入箇所



採取箇所

20,056㎥

レスト
ハウス

滝港

志雄PA投入箇所
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千里浜投入地点海上投入後(R3.10.8)
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千里浜比較地点海上投入後(R3.10.8)
浚渫箇所浚渫前(R3.10.8)
浚渫箇所浚渫後(R3.8.13)

２海上投入の結果報告

海上採取・海上投入のモニタリング

○養浜材の採取地点・投入地点周辺で、ナローマルチビーム測量や環境調査等によりモニタリングを行った。

12

■ナローマルチビーム測量による海底状況確認（計３回）

モニタリング範囲

■環境調査の実施状況

種別 実施箇所 実施日

貝桁網調査
（計13日）

投入箇所
R3年8月7日
～9月29日

水質調査
（3地点・各5回）

採取箇所
投入箇所
対照箇所

R3年8月13日
～10月8日

地引網漁調査
（2地点・各5回）

投入箇所
対照箇所

R3年8月16日
～10月14日

底生生物調査
（3地点）

採取箇所
投入箇所
対照箇所

R3年8月13日
R3年10月8日

測量実施日

採取箇所 投入箇所

1回目 R3年8月19日 R3年7月31日～8月1日

2回目 R3年10月7日 R3年10月7日

3回目 R3年12月6日 R3年12月6日～7日

■底質調査結果

概ね千里浜と同等
の粒度分布である。

千里浜の砂
（中央粒径：0.14～0.18mm)
※第3回千里浜再生プロジェクト委員会より 8/24

9/27

レストハウス沖
投入箇所

投入箇所
（地引網）

対照箇所
（地引網）

対照箇所
（水質・底生生物調査）



２海上投入の結果報告

採取地点の地形変化
13

○ナローマルチビーム測量の結果から採取後の地形変化を把握する。
→12月（採取完了２ヶ月後）の段階では、ほぼ回復している。

①採取前
（8月19日）

②採取完了後
（10月7日）

③採取完了２ヶ月後
（12月6日）

陸側

沖側

陸側
陸側

沖側 沖側

【R3海上採取の諸元】
水深 ：約15m
沿岸方向 ：約100m
岸沖方向 ：約80m
採取深さ ：2～3m

200m

200m 100m

80m

浚渫範囲

測量範囲
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２海上投入の結果報告

採取地点の地形変化
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岸沖方向距離 (m)

沿岸方向距離 (m)

断面①

○ナローマルチビーム測量の結果から採取後の地形変化を把握する。
→12月（採取完了２ヶ月後）の段階では、周囲の砂や潮流によって移動している土砂により回復していると

推察される。

断面①

断面②

岸側

沖側

赤枠内の土量変化

採取前後の地形変化

断面②

岸側
B地点

沖側
A地点

滝港側
D地点

金沢港側
C地点

滝港側

金沢港側

A

B
C

D

周囲の影響は
約50mの範囲
で見られる

（岸沖方向）

（岸に平行方向）

周囲の影響は
約50mの範囲
で見られる

期間 土量変化 考察

採取前後
8/19→ 10/7 －約17,000㎥

採取完了9月27日から約3,000㎥回復
（採取量2万m3に対して約15%）

採取後2ヶ月間
10/7→12/6

＋約12,000㎥
採取完了9月27日から約15,000㎥回復

（採取量2万m3に対して約75%）

（採取期間：8月24日～9月27日）

9月27日採取完了
から10日後



15３海上投入の結果報告

投入地点の地形変化

①投入前
（7月31日～8月1日）

②投入完了後
（10月7日）

③投入完了２ヶ月後
（12月6日～7日）

○ナローマルチビーム測量の結果から投入後の地形変化を把握する。
→12月（投入完了２ヶ月後）の段階では投入地点より岸側のバーに取り込まれ、バーが補強されていると推察

される。

バーが沖へ移動

バーが沖へ移動

標高 (m)

バーに取り込まれている
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投入地点の地形変化
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○ナローマルチビーム測量の結果から投入後の地形変化を把握する。
→12月（投入完了２ヶ月後）の段階では投入地点より岸側のバーに取り込まれ、バーが補強されていると推察

される。

岸沖方向距離 (m)

沿岸方向距離 (m)

断面①

断面②

滝港側
D地点

金沢港側C地点

岸側
B地点

沖側
A地点

8月1日→10月7日の
地形変化量 (㎥)

10月7日→12月6日の
地形変化量 (㎥)

断面①

断面②

A

B

断面①

A

B

断面②C

D

C

D

（岸沖方向）

（岸に平行方向）

：投入箇所
投入区間

投入区間

バーに
取り込まれている



1717２海上投入の結果報告

周辺環境への影響（地引網、貝類保護活動）

○地引網漁調査については、漁獲量が、海上からの砂の「投入箇所」、海上投入しない「対照箇所」とも投入中
は減少したが、投入後は投入前よりも増加している。
〇貝類については、資源保護のため養浜砂投入前に採取し、養浜による影響がない場所に移植した。

調査位置図 地引網1回の平均漁獲量

42.2 

17.6 

88.3 75.5 
57.4 

100.3 

0

20

40

60

80

100

120

R3.8 R3.9 R3.10

漁
獲

量
(k
g)

投入箇所
対照箇所

貝類の移植箇所

千里浜レストハウス
（投入前）

漁獲物

R3.8（投入前） R3.9（投入中） R3.10（投入後）

投入箇所 スズキ
キス、 アジ、スズキ、ベット、ギン
タ、サヨリ、アオリイカ、川タイ等

キス、スズキ、フグ、川タイ、サヨリ、
アオリイカ等

対照箇所
キス、スズキ、ベット、ギンチョ、コ
アジ、ギンタ、川タイ、サヨリ等

キス、スズキ、カマス、ベット、ギン
チョ、アジ、ギンタ、アオリイカ、川
タイ等

キス、スズキ、アジ、サワラ、アオ
リイカ、サヨリ、川タイ等

調査回数
（計5回）

1回 2回 2回

（投入中） （投入後）

地引網範囲

地引網範囲

投入箇所

対照箇所



３ 陸上試験養浜の状況報告
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■投入時期：冬季風浪前（令和３年12月3日～12月17日）

今浜地区 人工リーフ

相見川
志雄PA

千里浜 IC
千里浜ﾚｽﾄﾊｳｽ

羽咋川

ｻﾝﾄﾞﾊﾟｯｸ

今浜IC

羽咋地区 人工リーフ
沿岸漂砂の向き

沿岸漂砂の向き

のと里山海道

千里浜なぎさドライブウェイ

投入場所

■投入場所：志雄PA～羽咋地区人工リーフ下手側（No.43+150-No.46）

【目的】
千里浜（千里浜なぎさドライブウェイ）において効果的な養浜の方法を把握することを目的に、陸上試験養浜

を実施し、各種観測データ等による土砂動態の解析を行う。

■投入土砂量：5,020m3（金沢港浚渫土約8割、R2滝港沖試掘土砂約2割）

【実施方針】
養浜実施箇所は、養浜材の投入効果、周辺施設等への影響、試験養浜時の施工性および令和２年度の試

験養浜結果と下記の点に留意し「志雄PA北側付近」とした。
・冬季の北西の風浪による南への砂の移動を期待する。
・ドライブウェイとしての通行幅20ｍ＋管理幅5ｍは確保する。

３陸上試験養浜の状況報告

令和３年度の陸上試験養浜の概要①

冬季に卓越する風向き

TP3.0m

通行幅
W=20m

管理幅
W=5m

盛土イメージ

護岸
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断面図

【養浜諸元】
陸上試験養浜は、第13回千里浜再生プロジェクト委員会の検討結果（有義波高５ｍ程度の高波浪で、砂が

拡散する高さT.P.+3.0m以下が適当）を踏まえ決定した。

→養浜形状は、養浜①は延長142m,幅10m,高さT.P+3.0m、養浜②は延長269m,幅15m,高さT.P+3.0mとした。

３陸上試験養浜の状況報告

令和３年度の陸上試験養浜の概要②

養浜① 養浜②

【養浜土量】
①盛土1.2m(T.P.+3.0m)区間：1990m3

②盛土1.0m(T.P.+3.0m)区間：3030m3

平面図

15.000T.P+3.0m

1.0m 養浜材

10.000T.P+3.0m

養浜材1.2m

No.44+150

養浜① 養浜②

No.44+100No.44+50No.43+150
No.45+50 No.45+100 No.45+150 No.45+200

沿岸漂砂の向き沿岸漂砂の向き 冬季に卓越する風向き

No.46No.44+100



３陸上試験養浜の状況報告

高波浪による陸上試験養浜土砂の流出状況
21

今年は、昨年と比較して、大きな波は観測されていないが、 令和3年12月18日、 令和4年1月12日の高波浪
により、現時点で約３割の土砂が流出している。

撮影日時 12/12 xx：xx
撮影日時 1/7 15:15
H1/3=7.7m T1/3=12.4s

未

撮影日時 1/12 12:29
高波浪時：H1/3= 5.2m T1/3= 10.6s

撮影日時 12/17 16:12
盛土完成後

期間 2020.12.17～2021.2.28 2021.12.17～2022.1.31

項目 回数 継続時間 回数 継続時間

有義波高5～6m 6回 57時間50分 4回 13時間30分

有義波高6～7m 2回 13時間 なし なし

有義波高7m以上 1回 2時間40分 なし なし

※令和3年12月18日金沢港欠測 徳光で代替

撮影日時 3/12 11:31
現在の流出状況



４ 土砂変動量の算定

22



23４土砂変動量の算定

土砂変動量の整理に向けた取組み
将来の侵食対策と砂浜の維持のあり方を検討するため、対策開始後の平成22年から現在までの土砂変動

量を把握する。

現時点で全体の侵食・堆積の特性を捉えており、測量成果が最も充実している汀線測量を用いる方法に
よって土砂変動量を算出した。

対策工の施工位置を踏まえ、海岸を６つの区間に分けて、土砂変動量を整理した。

：波による地形変化の移動限界水深10m付近まで深浅測量を実施している測線

志雄PA

沿岸漂砂の向き ｻﾝﾄﾞﾊﾟｯｸ
千里浜レストハウス

なぎさドライブウェイ

人工リーフ
人工リーフ

海上投入

土量算定方法の説明 方法のイメージ
Step1 測線毎の汀線変化量Xと海浜断面積変

化量Aを算出する

Step2 海浜断面積変化量と汀線変化量の相関

から漂砂移動高を求める

Step3 区間毎に年平均汀線変化量を算出する

Step4 区間毎の年平均汀線変化量に漂砂移動

高と区間距離を掛け合わせ土砂変動量を

算出する

今浜IC

平均汀線変化量（m/年）と移動高（m）、
区間距離（m）を掛け合わせたものを区
間の土砂変動量（m3/年）とする。

T.P＋3ｍ

T.P-10ｍ

移動高11.3m

区間距離

平均汀線変化量
海浜断面変化量A

汀線変化量X

汀線変化量Xと海浜断面変化量Aの
相関から移動高を求める。
A=11.3x

(Step1)

(Step2)

(Step3) 区間毎に年平均汀線変化量を算出。

(Step4)



-20

-10

0

10

20

区間① 区間② 区間③ 区間④ 区間⑤ 区間⑥

-0.8万
㎥/年

-3.7万㎥/年0.7万㎥/年 2.2万㎥/年 1.6万㎥/年 2.2万㎥/年

24４土砂変動量の算定

土砂変動量の整理（まとめ）
グラフは、縦軸が断面変化量、横軸が区間距離を示し、着色した面積が各区間の土砂変動量を示している。

区間②、④、⑤は人工リーフ、海上投入の対策効果もあり堆積傾向にある。また区間⑥についても堆積傾向
にある。

一方、区間①、③は侵食傾向を示しており、全体としては約２万㎥/年の堆積傾向を示している。

■千里浜再生プロジェクト後（H22～R3.9）の土砂変動量

・区間③では約４万m3と侵食傾向が顕著であり、養浜を積極的に実施していく必要がある。

・現在実施している養浜は約２万m3/年のため、今後、千里浜海岸を維持していくために養浜量の増加を

図っていく必要がある。

：侵食 ：堆積

志雄PA

沿岸漂砂の向き ｻﾝﾄﾞﾊﾟｯｸ
千里浜レストハウス

なぎさドライブウェイ

人工リーフ
人工リーフ

海上投入

今浜IC

区間合計：2.2万㎥/年

断
面

変
化

量
( ㎡

/ 年
)

800m 2,400m 2,400m 1,800m 2,000m 2,000m



５ 今後の対策効果推定への取組み
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26
５今後の対策効果推定への取組み

等深線変化モデルの概要
千里浜海岸における今後の対策効果を推定するためのシミュレーション手法を検討する。手法については、対策効

果を含めた、長期的な海浜変形が計算できる等深線変化モデルを採用した。

（出典）
・土木学会（1998）：漂砂環境の創造に向けて
・清水琢三（1996）：海浜変形シミュレーション，水工学に関する夏季研修会講義集，pp. B-5-1～pp. B-5-26
・砂村継夫（1985）：海浜地形，海岸環境工学，第2編，第2章，堀川清司編，東京大学出版会，pp. 130-146

縦断地形、3次元海浜変形モデル

汀線変化、等深線変化モデル
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５今後の対策効果推定への取組み

シミュレーションの再現性の確認

千里浜海岸全体の汀線測量データがある1986年から2021年までの35年間についてシミュレーションを実施し、再現
性の検証を行った。波浪変形計算と等深線変化モデルの計算条件は以下の通り。

項目 条件
計算手法 エネルギー平衡方程式
計算範囲 沿岸方向（x方向）：132km

岸沖方向（y方向）：81km
格子間隔 沿岸方向（⊿x）：200m

岸沖方向（⊿y）：200m
計算地形 大陸棚の海の基本図（6335及び6336）

海上保安庁発行（図 5.7）
N+77.48度（反時計回り正）石川県深浅測量の
向き

潮位 T.P.+0.00m
波浪条件 代表波向：6方向（エネルギー平均波向）

波高・周期：各6方向に対応するエネルギー平
均波（金沢港）

エネルギー平均波は冬季（1～3月、10～12
月）および夏季（4～9月）で集計したものを用い
た

方向集中度
パラメータ

10

波の
方向分割数

18（⊿α=10°）

波 の 周 波 数
分割数

3

波浪変形計算条件
項目 計算条件

計算手法 粒径を考慮した等深線変化モデル

（沿岸漂砂量の水深方向分布：宇多・河野の式）
計算領域

メッシュ幅

・領域34,800m（金沢港東側～滝港西側）
・沿岸方向Δx=50m水深方向Δz=1m

波浪 ・波高、波向は沿岸方向分布を設定
（平面2次元波浪変形計算より水深10m地点を抽出）

潮位 T.P.+0.00m
計算期間 1986年1月～2021年9月（35年）

地形 初期地形：海の基本図から助走計算による動的平衡断面
検証地形：2021年9月までの汀線測量に基づく汀線

限界勾配 陸側1/3.0、海側1/3.0
底質粒径

安定勾配

【粒径区分：5種類】
微細砂（代表粒径：0.089mm）、細砂①（代表粒径：0.149mm）
細砂②（代表粒径：0.210mm）、中砂（代表粒径：0.354mm）
粗砂（代表粒径：0.707mm）
【含有率】
既往底質調査(H20年3月、H21年3月)より水深毎の粒度分布(上
記粒度区分毎の含有率)を作成し、助走計算後の分布を設定

細砂は細砂①と細砂②に均等に分割
対象水深 陸側移動限界標高 hR=T.P.+2m～

沖側移動限界水深 hc=T.P.-10m
沿岸漂砂量係数 沿岸漂砂量係数：A=0.0025、岸沖：k2’=0.1（試行計算により決定）

土砂の供給 海上投入（H24～）および陸上養浜（S61～）

境界条件 金沢港東側：2万m3/年の流出

滝港西側：閉領域（土砂の流出入なし）
人工リーフ 透過率による波浪低減で考慮

等深線変化モデル計算条件
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５今後の対策効果推定への取組み

シミュレーションの再現性の確認
千里浜海岸全体の汀線測量データがある1986年から2021年までの35年間についてシミュレーションを実施し、再現

性の検証を行った。汀線位置や侵食速度を概ね再現でき、対策効果の検討に適したモデルであることを確認した。

ただし、計算値と実測値では、若干乖離している箇所も見られることから、今後、さらに精度を高められるよう検証す
るとともに、対策による汀線変化を中長期的に試算していく。

対策開始

千里浜海岸全体の汀線変化傾向 再現計算結果(1986～2021)

長期的な変化の傾向は再現されている

千里浜再生プロジェクト後の浜幅変化再現計算結果（2009～2021）

[年]

沿岸方向
(m)

今浜リーフ 羽咋リーフ

No.22 No.32 No.42 No.52 No.65

千里浜IC
今浜IC

レスト
ハウス志雄PA

千里浜なぎさドライブウェイ

No.62

測量結果の2次近似曲線



６ 今後の整備について
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１.これまでの海上投入実施状況

投入時期：８月中旬以降～１０月（ﾚｽﾄﾊｳｽ沖700ｍ）

投入量 ：海上運搬や施工状況を考慮し、年間約２万㎥実施（累計13.6万㎥）

①投入時期について 【８月下旬～１０月】

（１）沿岸漂砂（南向き）が活発な１１～３月の直前

（２）海水浴シーズン（７～８月）,冬季風浪（１１～３月）は除外する。

【今年度の海上投入実施状況】

・令和３年は、８月中旬～９月末に羽咋地区人工リーフ付近（沖合400ｍ）で約２万㎥投入

投入時期：令和３年８月２４日～９月２７日（実投入日数２１日）約1,000㎥/日

30
６今後の整備について

海上投入実施状況・実施における課題

２.海上投入実施における課題

課題① 今後の年間養浜量の増加への対応（投入日数を増やす必要がある。）

課題② 冬季風浪による沖合への投入砂の移動への対応
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６今後の整備について

海上投入実施状況・実施における課題

【参考】千里浜海岸沿岸の漂砂動態のイメージ（春季・夏季）

出典：第２回千里浜海岸プロジェクト委員会資料 平成２３年８月２５日 石川県土木部河川課・港湾課

【参考】千里浜海岸沿岸の漂砂動態のイメージ（春季・夏季）

出典：第２回千里浜海岸プロジェクト委員会資料 平成２３年８月２５日 石川県土木部河川課・港湾課
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６今後の整備について

海上投入実施状況・実施における課題

【参考】千里浜海岸沿岸の漂砂動態のイメージ（秋季・冬季）

出典：第２回千里浜海岸プロジェクト委員会資料 平成２３年８月２５日 石川県土木部河川課・港湾課

【参考】千里浜海岸沿岸の漂砂動態のイメージ（秋季・冬季）

出典：第２回千里浜海岸プロジェクト委員会資料 平成２３年８月２５日 石川県土木部河川課・港湾課



４.海上投入のまとめ

上記を踏まえ、今後（令和4年度）の養浜は、 ４～６月に実施する。

３.課題に対する対応

課題① 今後の年間養浜量の増加への対応（投入日数を増やす必要がある。）

➩十分な海上投入工事の稼働日数を確保するため、静穏時期が長い、春季～夏季に養浜を実施する。

課題②冬期風浪による沖合への投入砂の移動への対応

➩春季～夏季に海上投入を行うことで、夏季は弱い北向きの漂砂が卓越するが、岸沖方向には

岸向きの漂砂が卓越することにより、投入砂の沖合への移動が抑制され、より早期に効果の発現

が期待できる。

33
６今後の整備について

海上投入実施における課題への対応と今後の実施方針



34６今後の整備について

今後の整備について

• 羽咋地区人工リーフ北側では、人工リーフと海上投入の実施後、浜幅は回復傾向にある。
• 土砂変動量の算定から、羽咋地区人工リーフ南側では土量が不足している状況にある。

■現在の状況

■養浜（海上投入）の実施

• 海中の自然の流れの中にある砂を滝港沖で採取し、回復が遅れている羽咋地区人工リーフ南側
（柳瀬沖）に投入する。投入量は、令和３年度より増量し、約3.0万m3とする。

• 施工時期は、４～６月とする。
• 千里浜沖の海底に堆積する海上投入に利用可能な砂の資源量を把握する。
• 今後、投入量の増加が可能となるよう、沖合からのより一層の効率的な砂の運搬方法を検討する。

■養浜（陸上投入）の実施

• 今回の陸上投入結果を検証し、今後の対策を検討する。

■人工リーフの実施

• 現在整備中の羽咋地区人工リーフについては、２基目の残り区間の整備を進め、完成させる。
• 今後のモニタリングにより状況を把握し、必要に応じて漂砂を制御する人工リーフや砂の流出を防

止するサンドパック等の施設を検討する。人工リーフは広範囲に影響を及ぼす可能性があることか
ら慎重に検討を行う。
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今後の対策の進め方について

計画の策定
土砂収支、シミュレーションによる
養浜量・箇所の決定
千里浜沖に堆積する砂の資源量の把握

対策
養浜等の実施

現地モニタリング
深浅測量、面的測量等の実施

見直し
土砂動態の把握
シミュレーションモデルの改良

今後は、PDCAサイクルにより、モニタリングを実施しながら土砂収支の把握やシミュレーションの精度向上
を図り、今後の対策に反映させていく。

必要に応じて新たな対策についての検討を進める。



７ 海岸保全の意識向上のための取組み（ソフト施策）
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７海岸保全の意識向上のための取組み（ソフト施策）

第３回海岸利活用部会報告

(1)検討内容
・砂浜再生に対する県民意識の向上を図るための海岸利活用策の検討
・コロナ対策を講じたイベント実施、協賛金や寄付金の活用方法

(2)検討結果
・これまでの取り組みにより、海岸の保全意識は向上してきている。
・これまでの取り組みを活かしながら、新たな海岸利活用を実施することで、
更なる海岸保全意識の向上を図る。

①イベントの実施
・これまでのイベントについて、コロナ対策を講じて、継続実施。
・幅広く参加してもらうため、新たなイベントの実施を検討。

②情報発信
・千里浜の魅力や保全活動の状況を伝えるPR動画やパンフレットを作成。
・情報発信を充実させるため、SNSを活用。

③千里浜なぎさドライブウェイの利便性向上
・千里浜なぎさドライブウェイ利用者の声を参考に海岸の管理を充実。

・協賛金・寄付金などについては、イベントの実施、情報発信に加え、
ドライブウェイの利便性向上を図るための海岸管理にも活用していく。
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７海岸保全の意識向上のための取組み（ソフト施策）

令和３年度 各種イベントの実施状況①

各種イベントで参加者による一人一砂運動を実施
また、一人一砂運動の常設化として、能登千里浜

レストハウス内に砂袋を常設 （１００円／袋）

砂袋の常設化
（能登千里浜レストハウス）

①イベント

羽咋市・宝達志水町の児童に対し、「千里浜海
岸ものしり教室」 を開催し、千里浜海岸の現状や
歴史について学習。

千里浜海岸ものしり教室

Ｒ３ものしり教室：4校で開催
（宝達志水町：志雄小、樋川小、宝達小、相見小）

SSTR2021 （R3.10.2～R3.10.17）
最終日に、一人一砂運動実施

一人一砂運動

これまでのイベント実施状況（H23～R3）

【各種イベントについて】
令和３年度は、コロナ対策を講じながら、イベントや情報発信を行った。

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

サンドパック
「千」の願い
（キックオフイベント）

H23.7.30
約400名

千里浜なぎさ
ふれあい教室

H23.8.24
50名

H24.8.22
45名

H25.8.7
50名

天候不順
により中止

H27.8.7
56名

H28.7.12
73名

H29.7.11
73名

H30.7.12
74名

R1.7.9
66名

中止 中止

千の輝き
［H25・26は千の煌き］

H23.9.10
約1,000名

H24.9.8
約3,000名

天候不順
により中止

H26.9.13
約1,500名

H27.9.12
昼:約600名

夜:約1,500名

H28.9.10
約1,500名

H29.9.9
約2,000名

H30.9.8
約1,000名

R1.9.7
約2,000名

中止 中止

千里浜ウォーク
H23.11.6
約150名

H24.10.13
約200名

天候不順
により中止

H26.7.6,13
約1,800名

H27.7.5,12
約1,200名

H28.7.17
約400名

H29.7.2,9
約1,050名

H30.7.1
約1,570名

R1.7.7,14
約1,300名

中止 中止

千里浜海岸
ものしり教室

H28.7.1
71名

H29.7.3~7
118名

H30.6.28
～7.11
289名

R1.6.27
～7.16
274名

R2.11～R3.1
3校45名

R3.10～11
4校実施

千の浜守人
（ハーモニー）

H28.8.27
約1,000名

H29.8.26
約1,000名

天候不順
により中止

R1.8.24
約1,000名

中止 中止

千の詩
H24.2.19
約900名

県内外
イベントでの
PR活動

・大阪モー
ターショー
（H24.1.20

～23）

・フィッシン
グショー大阪
（H24.2.3
～5）

・「旅」フェア
日本
（H24.11.9

～11）

・フィッシン
グショー大阪
（H25.2.2
～3）

・MRO旅
フェスタ
（H25.6.29
～30）

・「旅」フェア
日本

・あべの
ハルカス
（H27.1.31）

・久屋大通
公園
（名古屋市）
（H27.7.25

～26）

・大阪駅
（H27.9.19

～20）

・ふるさと
祭り東京
（H28.1.16
～17）

・大阪駅
（H28.22

～23）

・金山駅
（名古屋市）
（H28.11.17～

18）

・ふるさと
祭り東京
（H29.1.11
～12）

・食の博覧
会・大阪
（H29.5.3

～5）

・ふるさと
祭り東京
（H30.1.13）

・ふるさと
祭り東京
（H31.1.18
～19）
・いしかわ百
万石物語展
（H31.1.19～
20）

・ふるさと
祭り東京
（R2.1.17
～18）
・いしかわ百
万石物語展
（R2.1.17～
18）

中止 中止

初めてのリモート開催
（宝達小、相見小）
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７海岸保全の意識向上のための取組み（ソフト施策）

令和３年度 各種イベントの実施状況②

マスコミを活用した宣伝活動

スポットＣＭ、協賛CM （H24.1～）

R3協賛企業：40者

北國新聞朝刊（令和4年3月13日）

【各種イベントについて】
令和３年度は、コロナ対策を講じながら、イベントや情報発信を行った。

継続
実施

北陸放送で特番放送（R3.8.14,21,28）

TOYOTA SOCIAL FES!! （R3.12.5）

②情報発信・広報活動

REVIVAL JAM（R3.11.28）

新規

企業イベントの中で、全国の方にオンラインでの
千里浜海岸ものしり教室を実施。

地元住民主催の千里浜侵食防止祈願イベント
へ協賛。会場では、PR動画を放映した。

新規

地元イベント
への協賛

地元テレビ局にて３週にわたって特別番組を
放送。千里浜海岸の魅力やプロジェクトの取組
についてPRした。
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企業・地元イベントと連携した広報活動



• これまでの取組を活かしながら、新たな海岸利活用を実施することで、更なる海岸保全意識の向上を図る。

• 協賛金・寄付金などについては、イベントの実施、情報発信に加え、ドライブウェイの利便性向上を図るための

海岸管理への活用を検討する。

８まとめ

ま とめ

• 滝港沖3.0km（水深約15m付近）で海上採取した約2万m3の砂を羽咋地区人工リーフ沖側へ投入した。

• 海上投入した砂は、投入地点より岸側のバーに取り込まれ、バーが補強されている。
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• 冬季風浪前に浜幅の狭くなっていた志雄PAの北側で約0.5万m3（盛土高T.P.+3.0m）の養浜を実施した。

• 土砂変動量の算定結果から、千里浜海岸を回復・維持していくためには養浜量を増加する必要がある。

• シミュレーションについて、さらに精度が向上するよう検証するとともに、対策による汀線変化を中長期的に試算していく。

４．今後の対策効果推定への取組み

• 羽咋地区人工リーフ２基目の残り区間の整備を進め、完成させる。
• 海中の自然の流れの中にある砂を滝港沖で採取し、回復が遅れている羽咋人工リーフ南側に約3.0万m3投入する。
• 今後は必要に応じて、人工リーフやサンドパック等の施設を検討するが、人工リーフについては、広範囲に影響を及ぼす

可能性があることから、慎重に検討を行う。
• 海上投入の施工時期は、４～６月に実施する。
• 千里浜沖の海底に堆積する海上投入に利用可能な砂の資源量を把握する。
• 今後、投入量の増加が可能となるよう、沖合からのより一層の効率的な砂の運搬方法を検討する。
• 今回の陸上投入結果を検証し、今後の対策を検討する。

５．今後の整備の方向性

６．海岸保全の意識向上のための取組み（ソフト施策）

３．土砂変動量の算定

２．陸上試験養浜の状況報告

１．海上投入の結果報告


